
京都市立洛西中学校

平成２０年４月２４日

（ 第３号 ）

本校はこんな学校づくりをめざしています。

１，学校教育目標

「よりよい社会の実現に貢献しようとする人間性の育成」

～ 将来の地域社会・日本・世界を託せる人間をはぐくむ ～

２，学校経営方針

① 電光石火、素早い対応。課題を先延ばししない。

② Ｆａｃｅ ｔｏ ｆａｃｅ， Ｈｅａｒｔ ｔｏ ｈｅａｒｔ， 直接顔を合わせて，

心を込めて接する。

③ 違いを認めあって，相手の良さに気づくよう心がける。

３ 目指す生徒像

① 真理・真実を素直に探究する心を育む

（ 素直に勉強に取り組む生徒 ）

② 自らの可能性を追求する粘り強い自己実現の姿勢を養う

（ どんなことにも一生懸命がんばる，ねばり強い生徒 ）

③ 社会の矛盾や課題に気づき，解決のために行動できる社会的な眼を培う

（ 社会の矛盾や課題に気づき，解決のために行動できる生徒 ）

４ 生徒支援のモットー

！① ふれあい・語り合い・学び合い・助け合いの「４つのあい」を大切に（する）

！② いつもニコニコ明るく元気に（接する）

！③ チーム「洛西」の名にふさわしい、教職員全員の総合力で（接する）



《今年度の課題》

１ 学校運営協議会（コミュニティスクール）制度（２年目）を活かし，学校改善・地域活性

の取組みを進める。

○ 文部科学省より，平成１９年度から２年間，調査研究校の指定を受ける。

２ 小・中連携教育実践研究事業を通して、保幼小中高の異校種連携、とりわけその中心とな

る義務教育学校間の連携を一層促進し、子どもたちの「育ちと学び」の取組みを進める。

， ， 。○ 国立教育政策研究所より 平成２０年度から２年間 調査研究ブロックの指定を受ける

３ 京都市教育委員会より，平成２０年度 「学力向上新規事業（みやこレインボー事業 」， ）

の指定を受ける （ 学力向上」アクションプラン～洛西方式０８）。「

① 研究テーマ

「学力水準の向上と学力格差の解消を実現する６つの柱」

～ 知識・技能を活用して課題を解決するために必要な

思考力・判断力・表現力等をはぐくむために ～

② 学力水準の向上と学力格差の解消を実現する６つの柱

１）授業時数確保の取組

２）授業改善の取組

３）家庭との連携の取組

４）異校種連携の取組

５ 地域との連携の取組

６ 土曜日活用の取組

４ 地域の人たちの支援をえながら 「人間力向上」アクションプラン～洛西方式０８～、

の取組みを推進する。

５ 学校創立３０周年の節目を慶祝し、記念事業を教職員・ＰＴＡ・同窓会・地域自治連合会

などと協力し盛大に開催する。


